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第 240 号 

令和 4 年 1 月 4 日(月)よりたまん(トライ班)の

新しい仲間に荒尾明日香さんが加わりました。

明日香さんは、一般就労を経験されていたので

挨拶が上手でいつも元気をもらっています。ち

ぎり絵が趣味との事なのでいつか作品を見せて

もらえるのを楽しみにしています。将来は、ま

た一般就労を希望されているので、トライ班で

目標に向かって一緒に頑張りましょう！ 

 

2 月 11 日（金）建国記念日 

2 月 19 日（土）利用者健康診断 

 2 月 23 日（水）天皇誕生日 

2 月 26 日（土）余暇活動 

3 月 2 日(水)職務会議 

3 月 7 日（月）事務打ち合わせ 

3 月 16 日（水）支援会議 

3 月 21 日（月）秋分の日 

3 月 23 日（水）支援会議 

 令和 3 年 12 月 27 日(月)に大掃除を実施しました。今年も職員と利用者で力を合わせて普段できない

細かな場所まで時間をかけ掃除しました。お陰様でみなさん怪我もなく最後まで取り組む事が出来まし

た。今年も綺麗な作業場で清々しいスタートを切れそうです。みなさんお疲れさまでした。 

 

 

初めまして令和 3年 11 月 25 日より厨房の仕事をさ

せていただいています、賀数 栄子といいます。調理

の仕事は初めてですが、笑顔でおいしいと言ってもら

えるよう、頑張ります。よろしくお願いします。 

 

謹んで新年のお慶びを申し上げます 

新年を迎えるにあたり、平素より、たまん福祉会に格別なご支援ご協力を賜り厚く御礼      

申し上げます。昨年も、新型コロナウイルスの影響で混迷した年でありました。  

本年はコロナウイルスに打ち勝ち活気のある年になるよう祈るばかりです。 

また、私たちが関わっている福祉を取り巻く環境も目まぐるしく変化を遂げていますが、「たまん」

福祉会は年々発展を続いています。今年の 4 月にも、国、県の補助を受け、グループホーム、ショー

トステイ、就労定着支援事業所、就労支援に特化した児童デイサービス事業所を開設いたします。 

また、それを支援するかのように日本財団と全国スバル販売労働組合から福祉車両の助成を受け導

入する予定です。更に自前で軽車両 2 台を増車し、車両 4 台で新事業等の充実発展を目指して取り組

んで参ります。今後も、たまん福祉会が経営する事業所間で連携し、内部強化に努めながら更に他の

機関ともネットワークを築き、県内外の事業所と連携し事業推進に当たりたいと思います。 

たまん福祉会は今後も常に施設利用者にとってより良い支援と、地域社会から必要とされる事業所を

目指して頑張りたいと考えおりますので、これまでどおり皆様方のご支援、ご協力をお願いし、挨拶

といたします。 

 

昨年末、忠孝酒造様よりお菓子を寄贈していただきました。皆さん満面の笑みで職員からお菓子を受

け取る姿がとても印象的でした。長い休み前に思いもよらぬクリスマスプレゼントでした。忠孝酒造様、

毎年おいしく頂いています。ありがとうございました。 

令和 3 年 12 月 19 日(日)糸満市社会福祉協議会の大ホールにて親の会育成会のクリスマス会が行われま

した。今回は円盤を的の中に通過させるディスタンスをみんなで楽しみました。みなさん集中してゲーム

に没頭する姿があり、「やったー。」「俺、何個入ったよ！」など明るい声が沢山聞こえてきました。帰りの

際は、お土産にケンタッキーのセットを頂きみなさん満足して帰宅していきました。コロナ禍で、なかな

か集まれない状況が続いておりますが、様子をみながら楽しめるレクリエーションを企画       

していけたらと思います。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 令和 3年 12 月 18 日(土)利用者忘年会を開催しました。 

昨年に続きコロナ感染を避けるため“たまん”での開催となりましが、職員全員で風船やお花、紅白幕で飾り付けを行

い華やかな会場ができました。 

今年の司会は大地班の鉢嶺宗健さんが務め、自治会長の福浦征さんの開会の挨拶から忘年会スタート！！施設長のあ

いさつの後に糸満市のヒーロー“イトマンマン”に登場して頂き仮面ライダー好きの利用者さん達から大歓声が上がり

ました。“イトマンマン”の決めポーズに合わせ手拍子や声援を送りスタートから楽しい雰囲気となりました。 

お食事タイムにはケンタッキーの豪華 BOX(チキンサンド、チキン 2P、ポテト、アップルパイ)と好きな飲み物を選ん

で頂きました。「やったーチキンだー！」「ケンタッキー！」「みんなで食べると美味しい♪」等、嬉しい声が聞こえ皆

さん美味しそうに頬張っていました。皆勤賞の表彰では今年も大勢の利用者さんが受賞されました。施設長からの賞状

とプレゼントを授与されると賞状を掲げ自信に満ちた利用者さんの表情が印象的でした。 

会のフィナーレは創作演舞エイサー“SUZAKU”さんに力強いエイサーを披露して頂きました。迫力の演舞に見入って

いる方、ドンドンと響く太鼓の音に合わせて色んな所から手拍子や指笛が聞こえ大いに盛り上がりました。 

コロナ禍という事もあり２年連続で“たまん”にて開催となりましたが、１年の締めくくりとして楽しくアットホー

ムな忘年会ができ、利用者さんの多くの笑顔と喜ぶ姿を見ることができ嬉しく思います。コロナ終息までは制限された

活動が続きますが皆で協力し乗り越えていきましょう。新しい年も皆で成長し、より良い年となりますように。 

 

 

令和 3年 12 月 11 日（土）に「たまん」敷地内にて余暇活動（グランドゴルフ）を行いました。5

チームに分かれてゲームを開始。手作りしたスティック、ボールを使用してのゲームで、思い通りに

ホールに近づかなく悔しがったり、傾斜面のコースがあり大幅にコースが外れてしまったりと、様々

なゲーム展開がありの楽しい時間を過ごす事ができました。良い天気に恵まれ、久しぶりの屋外での

グランドゴルフとなり、皆リフレッシュできたようでした。昼食は、施設内の食堂にて、音楽を聴き

ながらお弁当を食べました。利用者や職員と談笑しながらの昼食タイムでは「楽しかった」、「また、

ゲームしたい」という声が多数聞けて嬉しい気持ちになりました。 

今後も、色々な余暇活動を予定し、皆さんが楽しい時間を過ごす事ができるよう支援をしていきた

いと思います。 

 

12 月 8 日（水）と 12 月 9 日（木）に糸満市役所ロビーにて「ハッピーうぇるフェア 2021」が開催

されました。糸満市内の社会福祉施設の利用者さん達によってつくられた野菜や手作り小物や焼き菓

子、コーヒー・ジュースなど手作り商品が数多く出品されていました。 

私たち「たまん」からは、石獅子の顔に見立てたオリジナル Tシャツとだいず若葉や季節の花苗を

出品しました。販売開始と同時に多くのお客様が来店されホールは多くのお客様で埋めつくされまし

た。「たまん」のブースにも多くのお客様が来店され、「たまん」の利用者さんは、笑顔でお客様をお

迎えし商品や金銭など両手で受け渡しをしたり「いらっしゃいませ」や「ありがとうございました」

など大きな声ではっきり挨拶することもできていました。利用者さんにとってもお客様と接する機会

ができ、実際に商品を販売するなど、とても貴重な体験ができました。 

 

職員賞のみなさん 

皆勤賞のみなさん 


